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リスク最小化のための安全対策計画 

（8月 25日更新：更新部分は下線赤字） 

 

学校コミュニティと生徒の皆さんの健康と安全を守るため、リスクを最小限に抑えるため

様々な対策をとる準備を進めています。コロナウィルス感染症に関しては、スイス当局か

らの要請を順守していきます。以下の計画については状況により変更がありますことをご

了解ください。 

 

皆さまのご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 

 

観察経過 

- 到着後 14日間は、全ての生徒は陽性の症状がないかつぶさに観察されます。 

- 全ての生徒は体温計を持参し、最初の 14日間は毎日検温をし、結果は学校看護師が管

理します。 

-  陽性の症状が見られた場合、直ちにケア・センターへ移動し、隔離されます。その後

医師の判断により検査を受ける場合があります。 

 

隔離 / ケア・センター 

- キャンパス内の学校施設にケア・センターを設置します。男女別ではなく共有となりま

す。 

- ケア・センターへは厳しい立ち入り制限があります。 

- 隔離が必要な生徒はケア・センターにて隔離され、生活をします。 

- ケア・センターでの隔離についてはスイス当局のガイドランに従って対応します。 

- ケア・センターでは一日に３回検温をし、スクールナースに報告します。 

- 食事は防護服を着用したスタッフが生徒の部屋のドアまで運び、食器も回収します。 

- 体調が良い場合、自分の部屋で教員からメールで送られる課題に取り組みます。 

- ケア・センターに滞在する間は誰とも物理的に接触をしません。 

- スクールナースが生徒の健康を観察し、必要に応じて薬を処方します。また、症状に応

じて学校医師との連携のもと医療を提供します。 
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寮内での衛生管理について 

- 寮スタッフは生徒と接触する前に毎朝必ず検温します。 

- 寮生は各自体温計を持参し、毎朝必ず検温をして下さい。 

- 生徒は必ず寮スタッフが指定したバス・トイレを使用して下さい。 

 

学校全体としての対応 

- 生徒・教員など学校関係者全員はできる限りスイス政府による COVID-19トラッキン

グアプリを使用して下さい。 

- 学校関係者全員は石鹸をつけての手洗い、消毒液の使用を常に心がけて下さい。 

- 全ての授業において必ずマスクを着用して下さい。 

- 授業以外、校内において 1.5mのソーシャルディスタンスが保てない場合は必ずマス

クを着用してください。 

- ダイニング・ルームでは十分な間隔をとって着席しますので、マスク着用の必要はあ

りません。 

- 感染症拡大に関する不適切な発言や行動は厳重に対処します。 

- いかなる訪問者も事前許可なしにキャンパス内に入ることはできません。入校の際に

は感染予防対策の手順に必ず従って頂きます。 

 

体温モニタリングプラン（重要な追記箇所です。必ずお読み下さい。） 

感染拡大のリスクを最小限に抑えるため、全生徒とスタッフは毎朝必ず検温をします。 

寮生： 

寮生は毎朝体温を測ります。（シャワーの前推奨） 

・体温が 37.8度以下の場合、ダイニング・ルームで朝食を摂ります。 

・体温が 37.8度以上の場合、部屋で待機をし、寮のスタッフもしくは学校看護師に連絡を

入れて下さい。 

 

ダイニング・ルームでスタッフに体温を報告し、朝食が終了するまでにスタッフが体温を

記録します。学校看護師が日々の体温変化をモニタリングし、特に 37.8度以上の熱を報告

した生徒のフォローをします。 

 

通学生： 

通学生は毎朝自宅を出る前に体温を測ります。自宅に体温計がない場合は学校のスタッフ

ルームに用意してあります。 

体温が 37.8度以上の場合、自宅で待機をします。症状を観察し、必要に応じて医者に連絡

をして下さい。解熱剤なしの状態で 24時間何も症状が出なくなるまで登校できません。 
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教員およびスタッフ： 

教員およびスタッフも毎朝自宅を出る前に体温を測ります。自宅に体温計がない場合は学

校のスタッフルームに用意してあります。 

体温が 37.8度以上の場合、自宅で待機をします（もしくは学校に到着して検温した場合は

直ちに帰宅します）。上司にその旨を報告してください。自宅で症状を観察し、必要に応

じて医者に連絡をして下さい。解熱剤なしの状態で 24時間何も症状が出なくなるまで学

校に戻ることはできません。 

 

キャンパス内では以下の事項を徹底します： 

- キャンパス内の清掃・消毒の回数を増やす 

- 清掃・ハウスキーピングスタッフは全員マスクと手袋を着用 

- 寮に住んでいないスタッフはソーシャルディスタンスを保つよう心掛ける 

- キャンパス内の何か所かに消毒液を配置する 

- 外部スタッフ、および通学生はキャンパス到着時の検温と手洗いを徹底する 

- 衛生管理の方法については学校内のいたるところで目に付くよう告知する 

 

キャンパス外への外出・遠足など 

- 週末のキャンパス外でのアクティビティの有無については地域の状況とローザンヌ当

局の指示を考慮に入れ決定します。 

- 自由時間の生徒の外出についても地域の状況とローザンヌ当局の指示を考慮に入れ決

定します。 

 

教員による対応 

- 教員は授業中 1.5mのソーシャルディスタンスを保つこと。不可能な場合はマスク着用

を義務とします。 

- 教員は教室内でのソーシャルディスタンスに注意する 

- 可能な限り紙での配布物を避け、電子媒体にして配布する 

- 生徒の座席を指定し、ソーシャルディスタンスに配慮する 

- 生徒が電卓・コンパスなどの筆記用具を共同で使用しないよう指導する 

- 各教室に設置してある除菌用品で机・椅子などを拭くよう指導する 

 

以上の感染予防対応を徹底することにより感染リスクを最小限に留めるよう努めて参

ります。どうぞご理解の程宜しくお願い申し上げます。新学期に生徒の皆さんにお会

いできるのを心より楽しみにしています。 

何か不明な点等ございましたら遠慮なくお問合せ下さい。 


